












はじめに 

最近、冠動脈硬化に対するアスピリン療法の量的検討では、血管壁の PGI2 産生を高め、血

小板中の TXA2 産生を抑制するためには少量のアスピリン投与がよいとされている。1)～4)

川崎病に関しても東大グループにより急性期のアスピリン少量療法について本班会議にて

報告された。5)しかし動脈瘤をもつ遠隔期の川崎病におけるアスピリン少量療法について

の検討はなされていない。今回、著者らはアスピリンの少量療法を行なった遠隔期の川崎

病に対して血清トロンボキサン B2 値(以下 TXB2)、一部の症例では血小板凝集能および出

血時間を測定し、アスピリン療法の量的検討を試みた。 


